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マイナンバー制度 

今年１０月からスタートする『マイナンバー

制度』ですが、いったいどのようなものなの

か､調べてみました。 

内閣府によれば「マイナンバーは､行政を効率

化し､国民の利便性を高め､公平かつ公正な社

会を実現する社会基盤のこと｣とあり、一見す

ると耳障り良く聞こえますが、実態はどうな

るのでしょうか。そもそも､この制度自体を聞

いてないという人も多いはずです｡もうすぐ､

国民を番号で管理する時代が来ます。 

例えば､「引っ越しのとき移転手続きが簡素

化される｣とか、｢確定申告が楽になる|と聞く

と､便利なことばかりのように思えます。しか

し今後､マイナンバーと預金ロ座や証券ロ座、

不動産の保有状況などが結び付くようになれ

ば、個人の資産はすべて国によって丸裸にさ

れます。今から約半年後の１０月、日本に住

む全ての人に１枚のカードが送られてくるそ

うです。近い将来、日常生活の様々な場面で､

そのカードに記された｢１２ケタの番号｣が必

要になっていきます｡３月１０日、預金口座を

新設する際に、マイナンバーの登録を任意で

始めることが閣議決定されました｡最初は任

意ですが､数年で強制申告制になる見通しで

す。 

 

 行政にとって､マイナンバーと資産を関連

付ける意義は２つあるといいます。１つは､現

在の日本は自已申告自己申告にもとづいて税

金を払う『申告納税』が原則ですが、これが 

『賦課課税』という方式に変わり、ある日突然税

務署が「あなたはいくら税金を」と言ってくるよ

うになります。 

もうひとつは､現状では所得や収入に対する課

税だけなのが､預金や株式などの資産にも課税さ

れるようになるということです｡要するに､マイナ

ンバーをもとに国が把握する範囲は、不動産や株

式･債券といった有形無形の資産ほとんどに及ぶ

とみられています。そうして税金の取りっぱぐれ

をなくし､年金や生活保護の不正受給にも目を光

らせようというわけです。 

 

 さらに問題なのが情報の漏洩です｡実際に、国民

総背番号制を以前から実施しているアメリカでは､

盗まれた番号で勝手にカードを作られるなどして、

巨額の負債を背負わされる事件が後を絶たないと

言われています。同様に番号制がある韓国では、

一説には延べ５０００万件もの個人情報漏洩が起

こり､社会問題になっています。日本でも、他人の

マイナンバーを盗んでリストにし、闇で高く売り

さばくような勢力が出てこないともいえません。 

多少の利便性と引きかえにするには､あまりに

もリスクが高いと思わざるを得ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船場経済倶楽部 

(NPO 法人 SKC 企業振興連盟協議会) 

当団体は、異なる業種の経営者が相集い、 力を合わせ、自らの研鑚と親睦を通じて、

斬新な経営感覚と新たな販売促進を創造して、メンバー同士でより健全な事業所とその 

事業所のイメージアップを図り、地域社会に貢献できる事業所となることを目的とする。 

活動方針 人の輪・衆智・繁栄 

記事の内容に関するお問い合わせは事務局までご連絡ください。 

ウィークリーはメールでの配信も行っております。お手数ですが、「メール希望」・「配信停止希望」と件名にご入力の上、    

yasukouchi@skc.ne.jp まで空メールをご送信ください。また、FAX ご不要の際は、その旨をお電話にてお申しつけください。                

yasukouchi@skc.ne.jp 


